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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送風機と、着座面に設けられ前記送風機により送られた風を通す通風穴とを備えたシー
トの送風制御装置であって、
　前記送風機の回転数又は電流値を送風機計測値として計測する計測手段と、
　前記計測手段により計測された送風機計測値に応じて前記通風穴が塞がれている程度を
判断し、前記通風穴が塞がれている程度が大きいときは、前記通風穴が塞がれている程度
が小さいときよりも前記送風機の駆動電圧が大きくなるように制御する制御手段と、
　を備えることを特徴とするシートの送風制御装置。
【請求項２】
　前記送風機計測値により前記着座面に人体がないと判断するための第１閾値、及び前記
着座面に人体が密着していると判断するための第２閾値が設定されており、
　前記制御手段は、前記着座面に人体がないと判断したときは前記送風機の回転を停止し
、前記着座面に人体が密着していると判断したときは前記送風機の回転を高速にする請求
項１記載のシートの送風制御装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記送風機計測値が前記第１閾値と前記第２閾値との間の値であると
きは、該送風機計測値に応じて前記送風機の回転を低速又は高速にする請求項２記載のシ
ートの送風制御装置。
【請求項４】
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　請求項１乃至３のいずれか１項に記載のシートの送風制御装置を備える車両用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はシート内から着座者に送風を行うシートの送風制御装置であって、着座者の姿
勢により送風の騒音が大きくなることを抑制する送風制御装置、及びそれを用いた車両用
シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、着座者に送風を行うため、シートのクッション部材の内部に設けられた空洞に送
風機を備え、その送風機により送られる空調風を、シートの表皮部材に設けられた微少な
通路部を通してシート表面側に送風する車両用シート空調装置が知られている（例えば、
特許文献１を参照。）。特許文献１に記載された車両用シート空調装置では、送風機の吹
出側に、車両用シート側の多数の微少通路部に向かって断面積を拡大する円錐状送風通路
を形成することによって、吹出空気の流れをスムーズにし、送風騒音を抑制できるととも
に吹出風量を増加できるとされている。
　一方、車両に搭載されるオーディオ・ビジュアル装置やナビゲーション装置等、車載電
子機器では、一般に発熱による破壊を防止するために冷却ファンが備えられている。しか
し、冷却効果を高めるように冷却ファンを高速回転させると風切り音等のノイズが大きく
なり、搭乗者に不快感を与えることもある。このような冷却ファンのノイズによる不快感
を搭乗者に与えることなく、冷却効果を高める車載電子機器の冷却ファン制御装置が知ら
れている（例えば、特許文献２を参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３４３４５号公報
【特許文献２】特開２００３－３２６９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記従来例のような空調装置を備えた車両用シートでは、着座者に充分な冷感を与える
とともに、着座者に不快感を与える送風騒音を低減することが求められる。特に、シート
の背もたれ部に空調装置が設けられる場合には、送風機やシート表皮部材に設けられた送
風の通路部（通風穴）と着座者の耳の位置とが近くなるため、空調装置による騒音が着座
者の耳に届き易いという問題がある。
　また、通常、着座者の姿勢は変動し、着座姿勢によって着座者の身体とシートとの密着
度や密着部位・面積も変化する。例えば、シートの背もたれ部の表層に多数の微少な通風
穴が設けられている場合、着座者が背をシートに密着させて座っているときは、大半の通
風穴が着座者の背によって塞がれるため、送風機及び送風による騒音は小さい。
　しかし、着座者が姿勢を変化させて背とシートとの間に隙間が生じると、通風穴が塞が
れる程度は減少し、通風穴から洩れ出す騒音が大きくなって着座者に不快感を与えてしま
うこととなる。すなわち、送風機の回転を略一定としても、着座者の姿勢によって、着座
者が感じる騒音のレベルは大きく変化する。
　特許文献１に記載された前記車両用シート空調装置では、送風騒音が上記のような着座
者の姿勢によって変化することは検討されていない。その他、送風機からシート表面まで
の送風経路の構造を複雑にすることによって騒音を抑制することも考えられるが、最も重
要な送風性能に影響を及ぼしたり、質量の増加を招いたりするという問題が生じる上に、
着座者の姿勢によって送風騒音が増加するという問題の対策とはならない。
　また、特許文献２に記載された前記冷却ファン制御装置では、車速を検出し、その車速
に応じて車載電子装置の冷却ファン（電動モータファン）の回転速度が可変制御されてい
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る。すなわち、車速が早くなると車外から入ってくる騒音が大きくなるため、車速が速い
ときに冷却ファンの回転速度を速くすることによって、冷却ファンの騒音が周りの騒音に
紛れて搭乗者の耳に届かないように制御される。しかし、車速等に応じた送風機の回転制
御は、着座者の姿勢により変化する騒音の対策とはならない。
【０００５】
　本発明は、上記現状に鑑みてなされたもので、シート内から着座者に送風を行うシート
において着座者の姿勢により送風の騒音が大きくなることを抑制する送風制御装置、及び
それを用いた車両用シートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記問題点を解決するために、本第１発明は、送風機と、着座面に設けられ前記送風機
により送られた風を通す通風穴とを備えたシートの送風制御装置であって、前記送風機の
回転数又は電流値を送風機計測値として計測する計測手段と、前記計測手段により計測さ
れた送風機計測値に応じて前記通風穴が塞がれている程度を判断し、前記通風穴が塞がれ
ている程度が大きいときは、前記通風穴が塞がれている程度が小さいときよりも前記送風
機の駆動電圧が大きくなるように前記送風機の駆動電圧を制御する制御手段と、を備える
ことを要旨とする。
【０００７】
　本第２発明は、前記第１発明において、前記送風機計測値により前記着座面に人体がな
いと判断するための第１閾値、及び前記着座面に人体が密着していると判断するための第
２閾値が設定されており、前記制御手段は、前記着座面に人体がないと判断したときは前
記送風機の回転を停止し、前記着座面に人体が密着していると判断したときは前記送風機
の回転を高速にすることを要旨とする。
　本第３発明は、前記第２発明において、前記制御手段は、前記送風機計測値が前記第１
閾値と前記第２閾値との間の値であるときは、該送風機計測値に応じて前記送風機の回転
を低速又は高速にすることを要旨とする。
　また、本第４発明の車両用シートは、本第１乃至第３発明のいずれかに記載のシートの
送風制御装置を備えることを要旨とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のシートの送風制御装置によれば、送風機の回転数又は電流値を送風機計測値と
して計測し、制御手段により、その送風機計測値に応じて、着座面に設けられた通風穴が
塞がれている程度が判断される。例えば、着座者の身体がシートの着座面に密着している
状態では大半の通風穴が塞がれており、この状態では着座者の耳に届く送風の騒音レベル
は低くなる。一方、着座者が身体をシートから浮かせている状態では通風穴が塞がれてい
る度合が低く、この状態では着座者の耳に届く送風の騒音レベルが高くなる。通風穴が塞
がれている程度によって送風機の回転数や電流値は相違するため、回転数や電流値を送風
機計測値として計測することによって、着座者とシートの着座面との密着の程度即ち着座
者の姿勢を判断することができる。
　そして、その判断に基づいて、制御手段により送風機の回転が制御されるため、着座者
の姿勢が変化しても、シートの空調を効果的に保ち、且つ着座者の耳に届く送風機及び送
風による騒音を抑制することができる。
【０００９】
　送風機計測値により着座面に人体がないと判断するための第１閾値、及び着座面に人体
が密着していると判断するための第２閾値が設定されており、制御手段は、着座面に人体
がないと判断したときは送風機の回転を停止し、着座面に人体が密着していると判断した
ときは送風機の回転を高速にする場合には、検出された送風機計測値から容易に着座者の
有無及び着座姿勢を判断し、送風機を適切な回転とするように制御することができる。
　また、制御手段は、送風機計測値が第１閾値と第２閾値との間の値であるときは、該送
風機計測値に応じて送風機の回転を低速又は高速にする場合は、着座者が着座面から身体
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を浮かせている程度や、着座面に接している程度によって、送風機を適切な回転とするよ
うに制御することができる。
【００１０】
　以上のシートの送風制御装置を備える車両用シートは、通風穴が塞がれている程度を判
断し、該判断に基づいて送風機の回転が制御されるため、着座者の姿勢が変化しても、シ
ートの空調を効果的に保つとともに、着座者の耳に届く送風機及び送風による騒音を抑制
することができる。また、送風機や、送風機から着座面までの送風経路の構造を複雑化せ
ず、少ない部品数によって送風装置を備えた車両用シートを構成することができる。これ
により、着座者に送風騒音による不快感を与えない車両用シートを、軽量且つ低コストで
実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本発明について、本発明による典型的な実施形態の非限定的な例を挙げ、言及された複
数の図面を参照しつつ以下の詳細な記述によって更に説明するが、同様の参照符号は図面
のいくつかの図を通して同様の部品を示す。
【図１】本シートの送風制御装置の構成を説明するためのブロック図である。
【図２】本送風制御装置が配設されている車両用シートの例であり、着座者により通風穴
が塞がれている状態を示す模式図である。
【図３】本送風制御装置が配設されている車両用シートの例であり、着座者の背の上方が
着座面から離れ、一部の通風穴が塞がれていない状態を示す模式図である。
【図４】本送風制御装置による制御例を説明するための図であり、送風機計測値と通風穴
の閉塞度、及びその閉塞度に応じた送風機の駆動電圧の関係を示すグラフである。
【図５】本送風制御装置による別の制御例を説明するための図であり、送風機計測値と通
風穴の閉塞度、及びその閉塞度に応じた送風機の駆動電圧の関係を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図１～５を参照しながら本発明のシートの送風制御装置及びそれを用いた車両用
シートを詳しく説明する。
　ここで示される事項は例示的なもの及び本発明の実施形態を例示的に説明するためのも
のであり、本発明の原理と概念的な特徴とを最も有効に且つ難なく理解できる説明である
と思われるものを提供する目的で述べたものである。この点で、本発明の根本的な理解の
ために必要である程度以上に本発明の構造的な詳細を示すことを意図してはおらず、図面
と合わせた説明によって本発明の幾つかの形態が実際にどのように具現化されるかを当業
者に明らかにするものである。
【００１３】
（１）送風制御装置及びそれを備える車両用シートの構成
　本発明のシートの送風制御装置は、送風機、及び着座面に設けられ前記送風機により送
られた風を通す通風穴を備えたシートに適用される送風制御装置であって、送風機の回転
数又は電流値を送風機計測値として計測する計測手段と、計測手段により計測された送風
機計測値に応じてシートの通風穴が塞がれている程度を判断し、前記通風穴が塞がれてい
る程度が大きいときは、前記通風穴が塞がれている程度が小さいときよりも前記送風機の
駆動電圧が大きくなるように前記送風機の駆動電圧を制御する制御手段と、を備える。
【００１４】
　本送風制御装置が配設されるシートは、車両用、屋内用、屋外用等の任意の用途の空調
シートとすることができる。本シートの送風制御装置は、特に自動車等の車両用シートに
好適に用いることができる。
　前記「着座面」は、着座者の身体と接するシート表面を意図しており、着座者の尻部・
腿部を支えるシートクッション部の表面、及び着座者の腰部・背部を支える背もたれ部の
表面を含む。
　前記「送風機」の種類や配設場所、送風機により送られた風をシート内部で導くダクト



(5) JP 5859289 B2 2016.2.10

10

20

30

40

50

構造等は、特に問わない。
　前記「通風穴」は、シートの着座面に設けられ、送風機により送られた風をシート外側
へ通すための穴又は空隙であり、その形状、大きさ、数等は特に問わない。例えば、着座
面に当たるシートの表層部材を連通するように多数設けられた微少な穴、通気性をもった
織物の空隙等とすることができる。また、通風穴を、着座面以外の位置（例えば、足載せ
部、肘掛け部等）に別途設け、そこから送風機の風を着座者の身体に送るようにしてもよ
い。
【００１５】
　通風穴は、その通風穴上に着座者の身体があれば塞がれる。したがって、通風穴の全体
は、そのシートに着座者がいるかいないか、また着座者がいる場合にはその着座姿勢によ
り、塞がれている程度（以下、「閉塞度」という。）が異なる。送風機の作動やダクト内
の気流等により生じる騒音は通風穴を介して外部に洩れ出ることとなり、閉塞度が低いほ
ど、即ち着座者の身体部分が密着していない着座面の面積が大きいほど、騒音が着座者の
耳に届き易い。
【００１６】
　図１は、本実施形態に係るシートの送風制御装置の構成を示している。シートには、フ
ァン２１及びモータ（直流モータ）２２からなる送風機２が備えられている。本シートの
送風制御装置１は、送風機２の回転数又は電流値等を送風機計測値として実測する計測回
路（計測手段）３と、計測手段３により計測した送風機計測値に基づき送風機２のモータ
の回転を制御する制御手段４と、を備えている。
　また、本シートの送風制御装置１には、着座者等が送風のオン・オフや送風の強さを指
示するための操作スイッチ７を接続することができる。
【００１７】
　前記「送風機計測値」は、モータ２２の回転数、モータ２２に流れる電流値、電力値等
のうちいずれかの測定値とすることができる。モータ２２は、例えば一定の電圧により駆
動した場合にも、負荷の大きさにより、その回転数や電流値が変化する。また、ファン２
１及びモータ２２の回転数が増加する程、送風機２の発生する騒音（風切音等）やダクト
内の気流により生じる騒音が大きくなる。
　送風機計測値は、任意の方法により取得することができる。例えば、モータ２２の軸の
回転に伴う信号を計数するカウンタを備えれば、回転数を検出することができる。また、
モータ２２に流れる電流の検出回路とＡＤコンバータ等を備えれば、容易に電流値を検出
することができる。
【００１８】
　前記制御手段４は、ハードウェアのみで構成されてもよいし、マイクロプロセッサ等を
使用してハードウェアとソフトウェアとによって構成されてもよく、好適には、ＣＰＵ、
メモリ（ＲＯＭ、ＲＡＭ）、入出力回路等を備えるマイクロコントローラ（マイクロコン
ピュータ）及び周辺回路によって構成することができる。これに限らず、プログラム可能
な論理回路、ゲートアレーその他の論理回路によって構成されてもよい。
　制御手段４は、計測手段３により送風機計測値を取得して、その値により通風穴の閉塞
度を判断し、その閉塞度と操作スイッチ７によって設定された動作指示とに基づいて、モ
ータ２２の回転を変化させるように構成することができる。
【００１９】
　前記モータ２２は、モータ用電源から電力の供給を受け、制御手段４により、駆動回路
５を介して回転が制御されるように構成されている。例えば、制御手段４から駆動回路５
に所定の駆動信号を出力し、その駆動信号によりモータ２２に対する駆動電圧が制御され
、回転速度を変化させるように構成することができる。駆動電圧の制御方法は任意に選択
することができ、例えば、パルス状の電圧を印加したり、印加する電圧値を変化させたり
する方法が挙げられる。
【００２０】
　好適には、前記駆動信号をパルス幅変調（ＰＷＭ）信号とし、ＰＷＭ制御によってモー
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タ２２に対する駆動電圧を制御するように構成することができる。ＰＷＭ制御は、デュー
ティ比（パルス信号の周期に対するオン時間の比）を変えることによりモータに印加する
電圧の平均値を変化させ、それによってモータの回転速度を変化させる制御方法であり、
制御手段４によりパルス幅変調された駆動信号が駆動回路５に送られる。
　駆動回路５は、トランジスタ、ＦＥＴ等によって構成され、制御手段４から出力される
駆動信号に対応してモータ２２に駆動電圧を印加する回路である。駆動回路５により駆動
電圧の大きさを変化させることにより、モータ２２へ供給される電力が調整される。ＰＷ
Ｍ制御においては、駆動信号によって駆動回路５を構成するトランジスタ等スイッチ素子
がスイッチングされることにより、モータ用電源が断続的にモータ２２に印加される。こ
の駆動信号のデューティ比に応じてモータ２２に印加される電圧が変化するため、モータ
２２の回転速度が調整される。
【００２１】
　シートの送風制御装置１及び送風機２には、図示しない電源により必要な電力が供給さ
れる。例えば車両用シートの場合には、電源は車両のバッテリから給電を受けるようにす
ることができる。
【００２２】
　図２及び図３は、シートの送風制御装置１を備える車両用シートの例を示している。送
風機２は車両用シート６の背もたれ部６１内に形成されている空洞部６３に設けられてい
る。また、空洞部６３は、背もたれ部６１の下方等に設けられる吸入口６４から、着座者
９と接触する着座面に設けられる複数の通風穴６２に気流を導くダクトを構成している。
これにより、複数の通風穴６２を通して着座者９に向けて送風が行われる。
　図２は、着座者９の身体が着座面に密着して、通風穴６２が着座者９の身体によって塞
がれている状態（密着状態）を表わし、図３は、着座者９の身体上方が着座面から離れて
、通風穴６２の一部が塞がれていない状態（非密着状態）を表わしている。また、シート
６上に着座者がいないような場合（非着座状態）には、通風穴６２がすべて開放された状
態となる。
【００２３】
　車両用シート６には、送風制御装置１が接続されている。送風制御装置１は、車両の電
子制御ユニット（ＥＣＵ）として構成することができる。送風制御装置１の各部の位置や
配設方法は問わない。送風制御装置１の制御手段４は、計測手段３により送風機２の回転
数又は電流値を検出する。そして、制御手段４は駆動回路５を介して送風機２のモータ２
２を動作させる。ファン２１は、吸入口６４から空気を吸引し、通風穴６２から着座者９
の背中に向けて送風を行う。
【００２４】
（２）送風制御方法と送風制御装置の動作
　以下では、制御手段４はＰＷＭによりモータ２２の駆動電圧を制御するものとして説明
する。ファン２１の回転数は、ＰＷＭのデューティ比により調整することができる。
　あるデューティ比によって送風機２を駆動した場合に、着座者が着座面に密着して通風
穴６２が塞がれるほど負荷が増し、送風機２の回転速度は低下する。
　一方、着座者と着座面との密着性が低下して通風穴６２が開放されるほど負荷は小さく
なり、送風機２の回転速度は速くなる。通風穴が塞がれて負荷が大きいほどモータ２２の
回転速度は遅くなり、モータ２２に流れる電流が増すため、モータ２２の回転数又はモー
タ２２の電流を検出することによって、通風穴の閉塞度を推定し、それにより着座者の有
無や着座姿勢を判断することができる。
【００２５】
　そして、制御手段４は、着座者と着座面との密着度が高い（密着状態）と判断されると
きには、デューティ比を増してモータ２２の回転速度を速くするように制御する。回転速
度を増すと送風騒音は増加するが、通風穴６２が塞がれているためシート外に洩れる騒音
は少なく、着座者の耳には届きにくい。これによって、着座者に不快な騒音を感じさせる
ことなく、送風による清涼感を増すことができる。
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　一方、着座者と着座面との密着度が低い（非密着状態）と判断されるときには、デュー
ティ比を低下させてモータ２２の回転速度を遅くするように制御する。塞がれていない通
風穴６２を介して送風騒音がシート外に洩れる状態であるが、回転速度を減少させること
によって送風騒音を減らし、着座者に不快な騒音を感じさせることを抑制することができ
る。
　また、着座者がいない（非着座状態）と判断されるときは、モータ２２の回転速度を更
に遅くしたり回転を停止させたりすることによって、送風騒音を防止することができる。
　なお、モータ２２の回転速度は、操作スイッチ７によって設定された送風の強さを基準
として、高速又は低速にする程度を制御するようにすることができる。
【００２６】
　図４及び図５は、シートの送風制御装置１による制御の具体的な例を示す図である。い
ずれの図も、横軸は通風穴の閉塞度であり、閉塞度が低いとき（軸の左方）は通風穴が塞
がれていない非着座状態に対応し、閉塞度が高いとき（軸の右方）は通風穴が塞がれてい
る密着状態に対応する。本例は、その閉塞度に応じて、密着状態、非密着状態及び非着座
状態の３つの状態に区分する場合を表わしている。
　この区分方法は、適宜定められればよい。また、各図（ａ）は、計測手段３により送風
機計測値として送風機２の回転数を検出する例であり、各図（ｂ）は、計測手段３により
送風機計測値としてモータ２２の電流を検出する例である。なお、負荷によるモータ２２
の回転数や電流の変化の具合は、使用するモータ等によって異なるが、本例では直線で表
わしている。
【００２７】
　通風穴の閉塞度が高いときは、モータ２２の回転数は低くなり、モータ２２の電流は大
きくなる。このような場合、着座者９が図２に示したように着座面に密着して座っている
と判断することができる。一方、通風穴の閉塞度が低いときは、モータ２２の回転数は高
くなり、モータ２２の電流は小さくなる。このような場合は、シートに人が非着席の状態
であると判断することができる。また、通風穴の閉塞度が密着状態と非着席状態の間の値
であるときは、着座者９が図３に示したように着座面から身体を浮かせて座っている非密
着状態であると判断することができる。
　そこで、図４及び５の（ｃ）に示すように、制御手段４は、着座者９の有無及び着座姿
勢の判断に基づき、デューティ比（駆動電圧）を変化させてモータ２２の回転速度を調整
することができる。
【００２８】
　上記のような閉塞度の変化に対応する駆動電圧の制御方法として、例えば、閉塞度に対
応して、送風機計測値について閾値を任意の数設け、その閾値を基準として駆動電圧を変
化させるように制御することができる。
　図４（ｃ）は、送風機計測値により着座者がいない非着座状態と判断するための第１閾
値、及び着座者が着座面に密着している密着状態と判断するための第２閾値を予め設定し
、制御手段４は、非着座状態と判断したときは送風機２の回転を停止又は低速にし、密着
状態と判断したときは送風機２の回転を高速にする例を示している。第１閾値及び第２閾
値は、実際の送風装置の特性や着座者の姿勢と通風穴の閉塞度との相関等に応じて、適宜
設定することができる。
【００２９】
　例えば、図４（ａ）に示すように、計測手段３によってモータ２２の回転数を計測する
場合には、回転数が第１閾値を超えるときは非着座と判断し、回転数が第２閾値を下回る
ときは密着状態と判断する。また、回転数が第１閾値と第２閾値の間であるときは、非密
着状態と判断する。
　同様に、図４（ｂ）に示すように、計測手段３によってモータ２２の電流を計測する場
合には、電流値が第１閾値を下回るときは非着座と判断し、電流値が第２閾値を超えると
きは密着状態と判断する。また、電流値が第１閾値と第２閾値の間であるときは、非密着
状態と判断する。
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　制御手段４は、上記判断に基づき、ステップ状に駆動電圧を変化させる。非着座と判断
したときには、駆動電圧をＶ０（最小値又はゼロ）として、送風機２の回転速度を低速又
はゼロとするように制御する。一方、密着状態と判断したときは、駆動電圧をＶ２（最大
値）に上昇させ、送風機２の回転速度を高速にするように制御する。
　また、非密着状態と判断したときは、駆動電圧を中間のＶ１として、送風機２の回転速
度を中間に維持するように制御（Ｃ１）してもよいし、第１閾値と第２閾値の間との間に
更に第３閾値を設定して、その第３閾値を境として駆動電圧をＶ１及びＶ２とするように
制御（Ｃ２）してもよい。
【００３１】
　図５（ｃ）は、制御手段４により、送風機計測値が第１閾値と第２閾値との間の値であ
るとき即ち非密着時は、その送風機計測値に応じて駆動電圧を増減し、それにより送風機
の回転を低速又は高速にするように制御する例である。閉塞度（送風機計測値）と制御す
べき駆動電圧との関係は適宜設定することができる。本例では、閉塞度に略比例して駆動
電圧を変化（閉塞度が増すほど駆動電圧を増す）させるように制御を行っている。閉塞度
の値を更にいくつかの範囲に区分して、その範囲毎に駆動電圧をステップ状に変化させる
ように制御してもよい。
【００３２】
　以上のように、通風穴の閉塞度に応じて駆動電圧を制御することにより、着座者がいな
い場合には操作スイッチの設定にかかわらず送風を停止し、送風騒音の発生を防止するこ
とができる。一方、着座者がシートに密着して座っている場合には送風騒音の洩れが少な
いため送風を強くするように制御し、着座者に充分な空冷感を与えることができる。また
、着座者が身体を浮かせてシートに座っている場合には、その密着程度に応じて送風の強
さを調整することにより送風騒音を抑制し、着座者の耳に不快な騒音が届かないようにす
ることができる。
【００３３】
　尚、本発明においては、以上に示した実施形態に限られず、目的、用途に応じて本発明
の範囲内で種々変更した態様とすることができる。
　例えば、本シートの送風制御装置は、実施形態に示した背もたれ部に限らず、シートク
ッション部等に設けられる送風装置にも適用することができる。また、通風穴の閉塞度は
、回転数や電流の他、例えば、ダクト内の圧力等を検出することによって判断されてもよ
い。また、通風穴の閉塞度に基づく駆動電圧の制御方法は、種々変形して適用することが
できる。
【符号の説明】
【００３４】
　１；送風制御装置、２；送風機、２１；ファン、２２；モータ、３；計測回路（計測手
段）、４；制御手段、５；駆動回路、６；シート、６１；背もたれ部、６２；通風穴、６
３；空洞（ダクト）、６４；吸入口、７；操作スイッチ、９；着座者。
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